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保育記録による園内研修と保育への振り返り
選抜研修がもたらす保育者の変容と園内への学びの広がり 一 

Training by Episode Recording and its Reflecting on Early Childhood Practice 
in On-site Meeting 

橋 川 喜美代* 
HASHIKAWA Kimiyo 

本研究は, 幼稚園教諭と保育所保育士合同の交流研修において実施した選抜研修が保育者個人や園内の保育にもたらす

影響について解明するものである。 合同の交流研修を通して指導したラーニ ング ・ ス ト ーリ ーによる記録の採集は保育者

に, 子どもが熱中 ・ 挑戦する姿とそれを支援する保育者の関わり方を省察させ, 子どもへの共感的まなざしをもたら した。 

選抜研修で採取した保育記録に基づいた園内研修を通して , 幼稚園教諭のみならず, 保育所保育士たちは①保育者のかか

わり と子どもの活動の一連の流れ, その過程における成果をつぶさに採取するこ との必要性, ②保育者間の学び合いが子

ども理解の共有と保育の質を保証する保育者の成長を生み出す契機となるこ との認識, を園内に広げた。 

This paper clari fies the impact of selective workshops on nursery and k indergarten teachers and on-site meeting by way of 

join interactive training between k indergarten teachers and nursery teachers. 

Through said joint interactive training, we have examined the relationship between the chi ldren, who are eager to grow and 

to challenge themselves, and the nursery and kindergarten teachers who support them, and also collecting 

Learning Stories. The goal is a shared sense of the learning process with the children 

recordings of 

Through on-si te meeting based on episode records derived from selective workshops, not only kindergarten teachers but also 

nursery teachers were made more aware of: 1) the flow of the integrated nature of the relationship between nursery and kin- 

dergarten teachers and chi ldren and the need to di ligently derive results from this process, and 2) the fact that the mutua1 

learning between nursery and kindergarten teachers engenders opportunities for growth of nursery and kindergarten teachers as 

well as shared understanding of chi ldren and the quality of early chi ldhood education. Ultimately these concepts are also popu- 

1arized on-si te. 
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はじめに

子ども ・ 子育て新制度が平成27年度からスタート し , 
認定こども園が增加する中, 幼稚園教論, 保育所保育士, 
認定こども園保育教論が自らの保育を振り返り , 自己点
検 ・ 自己評価し , 園内研修の充実を図り , 子どもや保護
者, 社会の要求に応えるこ とは急務となった ' )。 各市町
村教育委員会では, 幼保連携型認定こ ども園への移行に
際し , 幼稚園教論, 保育所保育士間の協働体制確立に向
け , さま ざまな交流が図られている。

筆者が関わった兵庫県三木市では, 平成28年 4 月から
の認定子ども園開設に先立ち , 2 年間の交流研修会を重
ねてきた。 平成26年度は公立幼稚園 4 園及び民間保育園
3 園, 計 7 園の協力のもと , 公立 ・ 民間の幼稚園 ・ 保育
園の教育 ・ 保育内容について、 それぞれの良さ を学び合

いながら , 相互の職場に対する共通理解を深め, 保育者
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と しての質を高めるために, 市内の幼稚園教論及び保育
士全員が一人 2 回の交流研修を受けた。 交流実施園 7 園
は公開保育を 8 ~ 9 回行い, 1 回につき14~ 20名の保育
者が参加し , 計57 回の研修を実施した。 公立幼稚園での
交流は, 保育士が集団遊びにおける幼児理解を深めるこ
とにねらいを置いた。 一方, 民間保育園での交流では, 
幼稚園教論による乳児保育の理解をねらいと した。

初年度の交流前半では, 公立幼稚園での幼児理解は抽
出児のエピソードを記録する方法で実施する予定であっ

た。 しかし , 多 く の保育士が抽出児の活動をつぶさに観
察しよう と移動したり , 言葉を採取しよう と接近するこ
とで , 子どもが萎縮するといった事態を招 く こ とになっ

た。 そこで後半の交流ではこ う した事態を回避するため, 
ラーニング ・ ス ト ーリ ーの 「学びの構え」 である①関心

を持つ, ②熱中する , ③挑戦する : 困難ややったこ との
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ないこ とに立ち向かう , ④考えや感情を表現しよう とす
る , ⑤自ら責任を担う , という 5 つの視点を定め , まず

保育者がどのよう な子どもの姿に注目したのかを明確化

し観察するこ とに移行 した 2)。 ラ ーニ ング ・ ス ト ーリ ー

は大宮や鈴木らによって保育の質担保の観点から注目さ

れ, 園内研修にも導入されてきた 3)。

こ う した初年度の交流研修会は異なる保育現場での保

育の様子を知る機会にはなったが, 自分が担当している

学年の観察 ・ 参加ではないこ とから , 保育に生かしに く
いといった感想がでてきた。 また, 交流実施園では, 研
修会実施による子どもや職員の負担が問題と なった。 そ

こで平成27年度では, 公立幼稚園 ・ 公立保育所10園及び
民間保育園10園, 計20園の協力により , 幼保 ・ 公民の枠
を超えて , 保育者がより良い教育 ・ 保育を主体的に学ぼ
う とする意識を高める研修に移行させるこ と と した。 特

に, 前年度との違いは選抜研修を実施したこ とである。 
20園の内 4 園で実施した選抜研修では, 内面の読み取り
へと移行させ, 幼保の枠を超えた子どもの育ち ・ 学びを
共有する機会となるこ と を目指した。 そこで , 各園から
2 名の保育者が参加し , 採取した保育記録をもとに園内
研修を実施し , 市の就学前教育 ・ 保育課に報告書の提出
を義務づけた。 特に, 報告書では保育者による子どもの
育ち ・ 学びの共有を契機に, 園内の保育者間の子ども観
や保育観への振り返り をねらいと し , ①学んだこ と , ②

感想, ③今後の教育 ・ 保育に活かす方法, という 3 点か
らま とめても ら った。

園内研修の義務化は, 佐伯が指摘するよう に 「同じ実
践でも , 見る観点が違う と , まるで 『別の話』 になるも

のである。 ここでいう 『見る観点』 というのは, 見る人
の価値観 (「大切だと思っているこ と」 ) や, 視野の大き
さ (『鳥瞰図的視野』 か 『顕微鏡的視野』 か) , 背景知識
(当該の事象に関わる過去の歴史や他のこ と との関連性
についての知識) などを指す。 このよう な 『見る観点』
の違いは , 具体的な実践をめぐって話し合ってはじめて
明らかになるものであり , それらについて話し合う こ と

は, 独り よがり な見方を反省し , 実践をさまざまな観点
から口今味する柔軟性と多様性」 4 ) を育むこ とにねらいが

あった。

本研究は, 平成27年度に実施した選抜研修における観
察記録をもとにした園内研修の取り組みを分析すること

を目的とする。 分析の観点は他園で採取した観察記録を

も とにした子どもの育ち ・ 学びの共有が自らの保育への

振り返りや子ども理解の共有にどのよう な影響をもたら

したのかを明らかにするこ とにある。 

1 . 幼稚園教諭による子どもの育ち ・ 学びの共有
2 年目の交流研修では幼稚園教論, 保育所保育士の意

識を幼保の違いの認識から , 目の前の子どもの観方へと
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移行させた。 こ こでは, 公立保育所で開催された選抜研
修に参加した公立幼稚園のS教論と U教論 2 人の 2 年間
の記録から , 保育者の個々人の変容と園内研修における
学びの広がり を順に明らかにしたい。 

(1 ) 選抜研修における公立幼稚園S ・ U教諭個々人の変容
S教論が昨年の民間保育園で採取した前半の記録には, 

印象に残った場面と して, 「 0歳児の保育に参加させて
いただく 。 保育士がそっと抱く だけで安心して泣き止む。 

まずは保育士との信頼関係が大事。 一人一人の発達に応

じた言葉かけや支援」 といった具合に箇条書きがなされ

ている。 乳児保育に参加して教師は改めて 4 , 5 歳児と
は異なる子どもと保育者の関わり を認識し , 身を委ね安
心して抱かれる乳児の姿に目を留める。 それゆえ , かか
わりがみられた場面と して , 「 0 歳児でまだ小さいので

友達とのかかわりは少ない。 だっこ して~ と泣いて訴え , 
抱かれると安心して泣き止む」 と記しているだけである。

後半においては 「保育士の言葉かけ」 と題して, 保育
士の言葉に注目した記録を残している。 ラーニ ング ・ ス

ト ーリ ーはポート フ ォリ オ評価であり , 保育士の援助と
子どもの活動の過程 , その過程における成果が離れがた

く 結びついているのだが, 幼稚園教諭の目は子どもより
も保育士に注がれている。 3 歳児のリズム遊びで見た考
えや感情表現に注目 し , 保育士の認めの言葉が次への意
欲に繁がったと記しているが, どのよう な子どもの動き
に素がったのかは記述されていない。

「 リ ズムあそびでは , 『 0 0 ち ゃん, 元気に足があがっ
てるね』 な どの他 , 友達のしているのを見ていた子に, 

『 0 0 ちゃん, お友達のいいと こ ろ上手に見つけられた
ね』 や , ち よつと苦手な子には , 『前よ り も タイ ミ ング

があってきたよ』 な ど, いろいろな場面で認めの言葉が

入り , それがとても嬉しそう で , 次の意欲に素がってい
た。 友達のいいと こ ろ を見つけ られるよう になり , 次に

友達同士の繋がりが深く なっていく よう な言葉かけを見

せていただいた」。

U教論は前半の印象に残った場面と して, 「 1 , 2 歳
では一人一人の発達段階に応じて服を脱ぐときに手伝う

と こ ろと出来るよう に見守ると こ ろとに配慮がなされて

いる。 3 , 4 , 5歳ではプールを出た着替えの後, 『ちよつ
と入れてあげてね~ 』 という先生の声かけに自然にスペー
スを空ける 2 人。 かまいすぎてお世話をしすぎるでもな

く , 自然な感じで受け入れているのが分かった。 先生も
代わり ながら自然についておられる」 と , 保育士の着替
えに対する年齢段階別の配慮に日を留めている。 また , 

かかわりが見られた場面と して , 「先生同士の連携が行
き届いている」 と感想を述べている。 後半の記録では, 
おやつの前に着替えた 2 歳児 A児の様子が綴られている。 
「ス カ ー ト の下にはいたズボンが気になり , 自分でま く
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り あげる。 スカート ス タイルがいいのか, ま く り上げて

おきたいのかは分からないが, 何度も繰り返しま く り上
げて気になっている様子。 活動に対 しても , ズボンが気
になってこだわっているのか , みんなでするこ とに興味

が湧く まで時間がかかる子なのか, 遊び始めは様子を見
たり , “し ない” と保育士の側に来たり している。 保育

士も無理に入れる様子はな く , 受け止められている。 バ
ルーン遊びも少しずつ表情がほぐれ, 終盤には笑顔が沢

山増え , 声も出てきた。 向こ う 側にいる子に向かって ,
“おね一ち ゃ ~ ん ! ” と大き な声をかける」。 記録の主

体はA児だが, A児が関心を持ち , 熱中している活動で
はな く , 気になる行動が記されているため , 笑顔が増え
て く る根拠がどこにあるのかがわからない。

初年度では, S教論もU教論も未満児の発達課題の把
握に不慣れなため , 幼保の違いを保育士の姿から見出そ
、つ と している。 これは初年度の幼稚園教論の傾向と して

やむを得ないのではないだろう か。 しかし 2 年目の S教

論は記録において , 同じ 3 歳児でもその子の行動の背景
を探ろう と し , 誰にも触らせよう と しないウサギのお弁

当箱に思いを巡ら している。 幼保の教育 ・ 保育の違いよ

り も , 目の前の子ども理解に焦点が向く よう になった。 

題名 : 大事なオレンジと レモン ( 3 歳児 )
自由遊びが始まり , 両手にオレ ンジと レモ ンを握っ
ている S児。 と ても大事にオレ ンジと レモ ンを持って
いる。 流しのと こ ろでは 「洗って く ださい」 と友達に

声をかけ る。 コ ッ プの中に入れたらち よう ど大き さが

同じでなかなか抜けな く なる。 やっと抜けたら小さな

レモ ンを入れる。 次はもう少し小さなコ ッ プに , 今度
はお皿に ・ ・ ・ ・ 最後はウサギのお弁当に入れる。

違う お弁当箱にパンを入れて 「ハイ どう ぞ」 と友達

に。 ウサギのお弁当箱は絶対に渡さ ない。 時々 , お弁
当箱を振って音を出し入っているのを確かめる。 ちよつ

と脇に置いて遊んでいると きに , 女の子が触ろう と し
たがすぐに気がつき , 「 コ レはぼく の ・ ・ 
ている。 

・ 」 と言つ

製作の声がかかり準備を始めるが, ウサギのお弁当
箱は脇に扶んだままである。 保育者が 「 0 0先生にわ
たしと こ」 と声を掛け , 先生に渡して安心して製作に
取り掛かった。 0 0先生も大事に預かり , 置いている。 
そう した様子から , S児にと ってオレンジと レモ ンの
入ったお弁当箱はとても大事なものなのだという こ と

がわかった。 

に目を留め , その行動の違いを細かく 記しながら保育士

の支援を間題にする。 

題名 : どう やったら入るやろう ・ ・ ・ ( 3 歳児 )
ひまわりの種の製作。 選んだ紙を早速切り始める。 

先生は扇風機が回っているから , 切った紙を箱に入れ
るよう 説明される。 A児は 1 回切ったときに左手に近
い方から切り始めたので長い方の紙が落ちてしまう 。 

先生も 「あ、 落ちた」 とだけ声かけ。 その 1 回で誤り
に気づき , 左手に遠い方から切り始め, さ らに切った
ものが直接箱に入るよう にする。

B児ははさみの使い方にあまり慣れていない様子で , 
上が少し残ったり , 手でちぎったり , はさみを上から
下にして切ろう と したり している。 上を少し残して逆

から切る方法を何度も繰り返している。 う ま く 切れた

ときも表情は変わらず, 集中して取り組んでいる。 先
生は切り方を見て , 「 こ こ も ってごらん」 「はさみおっ
き く 広げてごらん」 などと何度かかかわる。 下から切

り始めて , 残った上の方を上から切ったと き , 初めて
箱に直接入った。 声は出さ なかったが , “入 った J) ”
という満足気な表情をした。

切り方は危なっかし く , 年齢に応じて安全に遊べる
よう に保育士は声かけをしていた。 その中でも , B児
は自分なりに 「箱の中に入れたい」 という目標に向け , 
何度も繰り返し試みている。 それはA児の真似なのか, 
今までの経験なのかはわからなかった。 

初年度のU教諭の記録は着脱の様子など養護面に着目
しながら , 前半はかなり おおざつばに捉え , 後半では表

情の変化も交えながら細かく読み取ろう と している。 こ

う した変化への着眼は, 2 年目のA児 ・ B児のはさみを
使いこなす力や独創性の違いを捉える基盤となっている。

S教論, U教論と も , 2年日のラーニング ・ ス ト ーリー

によ る記録の採集によ って , 子どもが熱中 ・ 挑戦する姿

とそれを支援する保育者の関わり をより詳細に省察する

こ とができ るよう になった。

では , 選抜研修による子どもの育ち ・ 学びの共有は自

園や自らの保育の振り返りにどのよう な影響を及ぼし

のだろう か。 

た

(2) 園内研修における学びの広がり

選抜研修の記録に基づいた園内研修において , 学んだ
内容は①個に対する保育者の支援, ②記録にみる子ども
の解釈, ③ト ラブルの原因把握と援助, ④観察方法, と
いう 4 つに分類された。 U教論が記録の説明において , 
観察していた B児が製作場面から自由遊びのままごとに
移った時 , テーブルに飛び乗り ト ラ ブルを起こ したこ と

に加え , その原因ははさみの繰り返しによるス ト レスだっ

たのではないかと話したこ とが研修の話し合いに強い影

響を及ぼしたと考えられる。 U教論の子ども理解を深め
るには , 一連の行動を記録してお く 必要があると語った

こ とは, 表 1 の研修で学んだこ との①から④すべての項
目における記述内容に反映されている。 

S教論は , オレ ンジと レモ ンが入ったウサギのお弁当

箱がS児にはとても大事なものだと理解した。 そ して , 

その判断は保育士の行動から見ても誤りがなかったと記

している。 この記録から , S教論は子どもの心に寄り添
い , 大切にしよう とする保育士の姿勢に共感して綴って
おり , 子どもと保育士双方のかかわりに日を向けている。
続いて , 2 人目のU教論の記録も見ておこ う。 この記

録でU教論は, A児 ・ B児が切った紙を箱に入れる様子
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表 1 選抜研修を踏まえた園内研修①

橋

語 

育者の支援 
要の仕方を 

である。 _
l 、、、 _因 lJ V- l大 l l、 d、 し , 」 一 j- of、 / / ノ 'ノ /、' ノ、

歳児という年齢だからこそ保育者が行 
, 心の動きも見なければいけない。 
人グループの中でも個人差が大きい。 
達段階や生活経験などを把据し , 支援 
員の共通理解をしてお く 必要がある。 
人一人の心に寄りそう大切さを改めて 
由はわからないが何かの物にこだわっ 
, 物がそこにあるという だけで安心し 
という こ と を保育者がし っかり把据し 
こと。 
歳児でも自分なりに学ぼう とする力は 
人が心の拠り所と して大切にしている 
り を持っている物など) はその気持ち 
してかかわるこ とで安定して生活して 

一人一人の 
案を立て , 

惑じた。 
ていた S児 
落ち着け 
てお く とい 

ある。 
もの (こ だ 
を教師が理
いける。 r :子

どもの解釈 
して切った紙を入れたいB児が, 
張って切ろう と熱中して取り組ん 

ると と らえたB児の製作の姿がそ 
, 実は違っていたのではないかと 
提え方があるという こ と 
を必要とする B児がA児の真似を 
種作り製作を何度も頑 i長つた。 そ 
ト ラ ブルの原因ではないか。 ハサ 
のでは ? 

J 

ん 

だ 

、
' 

と 

因把握と援助 

観察方法

佐伯は , 他者との話し合いの重要な意味は, 「自分一
人で自

『憶測』

とにま

示し , 

らの実践を振り返ってい ると , 
を 

った

互い

『事実』 とみな

く 気づかない」

して しまい , 

いつの間にか , 
自分ではそのこ

点を観察事実や推論過程を提

の話し合いを通してどう いう対応が適切かを

考え合う こ とにあると言う 5)。 この指摘と も受け取れる
感想が表 2 の 「保育者の支援」 の中にある。 
「まだ大人との関係の中で安心感を持つてい

と

思

か

思う が, 保育者が離れるタイ ミ ングはとて
る 3 歳児だ
も大切だと

った。 はさみの苦手だった B児にどんな認めの言葉を

ければス

『できた ! 』
んだり , 周

ド レスにならず達成感で終われるのだろう 。

という 表情を見逃さず , 保育者が一緒に喜
りの友達にも広めていつたりするなどの支援

で , B児の気持ちも変わったかも しれない。」 「はさみの

使い方について , 個別に丁寧に対応するこ とで , B児が
牛乳パ ッ クに入れたい思いが , 『なかなか入れられなし

・

、つ

切

・ ・ ではな く , パックに入れるこ とにも集中できた
、

- .
l

一」

よ

に感じた。」 という 言葉に示されている。 つまり , 適
な保育者の対応があればト ラ ブルになるこ とはなかつ

川
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表 2 選抜研修を踏まえた園内研修②
特 語 

-i・ 1 _、 目 , ,一、 f

0 関心, 熱中, 挑戦している姿にポイ ント を絞って観 
察 した製作活動についての報告を聞かせて買いまし 
た。 実際研修に行って勉強するのは勿論ですが, 報 
告を受ける中で自分も考えるこ とができま した。 

0自分自身が関わっていると一歩引いた日で見えなかつ 
たりするので , 周りの人に見てもらう こ と も大事だ 
と思った。 

0 2 人の職員が責任を持って研修に参加し , 真剣に報 
告して く れました。 良い研修ができたと思います。 :

ロ ,r、 1-

相 
【一 

)子はこ んな
)子はレモ ン
さないのだ
見つめ, 微

) てあげたり

JI去で試しているのか。 
: オレンジのままごと道 
) う かなど, 子ども達の 
「な心の変化に気づき共 
- るこ とが子どものさ ら 

観察の重要性

:起につながるの 
単発で起きてい 
, その日一日の; 
ルが起きたのか; 

、 
l ' '

_
・ ' 

だと思いました。 
るよ う に見えが i;二 
業子が繁がってい 
える前に一日の; 
く 観察すると良し 

だが, 
るので , 

J 、, 
よ う に 

-; ' し、 ・国 信しているサイ ンを観察しても らったり , 
と によって見つけ られる事によ り , 子ど 
, 子どもとのつながりが深まってい く だ 
た。 

.J-
たのではないかという感想である。

園内の保育者間で保育を話し合う意味は, このよう に
どう いう対応が適切かについて , その根拠を明確にしな

がら解明してい く こ とにある。 「研修の意味」 の中で幼

稚園教論が指摘しているよう に 「自分自身が関わってい

ると一歩引いた目で見えなかった

に見ても らう

う までもなく

の大き さの違

こ と も大事だ」 とい

・ 

、・)1

りするので , 
う点にある。 

鳥瞰図的視野と顕微鏡的視野と

を踏まえて , 話し合う ことであ

周りの人

それは言

いう視野

る。 



表 3 選抜研修を踏まえた園内研修③
特徴語 記述内容 

観察の視点 0保育者の見る視
変わり , また教高r 
もなっていく 。言
の採り方 (視点

0 とにかく自分の
を見るという こと 

、 で子ども達の姿のと らえ : 
J間で課題を話し合えるポ
題を考えていく 上で , や i 
・ しっかり決めて) が大切 一 

i ・ 目 ・ 心を働かせ, 幼児
が大切だと思いま した。 

Jが随分 
f ント に 
まり記録 
ある。 
一人一人 

記録の採り方 
も活かし

0 子どもの
至るまでo 

、によ る記録の採り方は ; 
いきたい。 

f をよ く 観察し , ト ラ 
)活動や様子にも注目し ' 

開内研修でl ブルの際はそこに 
( みる。 

0保育者中心ではなく , 常に子ども発の思いや姿を大 
切にと らえていく 。 

0 子どもの心の動きをしっかり見つめ、 幼児理解して 
いく 。 

0子どもが困っている時には, 原因を遡って振り返つ 
てみる。 

保 

に 
活 
か 

1 

J
_
l 

0 ト ラ ブルが起こ った時は, その場だけでの捉え方で
な く 前後をしっかり見てい く 。 

0 子どもたちに任せるとこ ろは任す。 どこで ト ラブル
の原因になったのか, その場で判断しないよう 気を 
つける。 

教育の質 返ったり , 周りの人に意見を聞いてみたり して ,
・の保育している姿を見直してみる。 
から保育のあらゆる場面で素早く 幼児の心に添 
応ができるよう に , 教育の質を高めたい。 つ メ 

個別の対応 0子どもの力に全て任せるのではな く 必l _ 

個別の対応をしていく 。 

言に応じてl 
では, 幼稚園教諭は今回の研修成果を自園の教育にど

のよう に活かそう と考えているのだろう か。 表 3 は園の

教育に活かす方法に対する回答である。 幼稚園教諭は研

修によって , 「観察の視点」 , 「記録の採り方」 , 「子ども
理解」 , 「 ト ラブルのと らえ方」 , 「個別対応のあり方」 を
再認識するこ と を通して , 
いと

践を

は l

察さ

考えている

観察 ・ 記録

。 公立幼稚

「教育の質」 担保に活かした

園教論が 4 歳未満児の保育実
し , それを基に園内研修で話し合う こ と

自らの子ども理解, ト ラ ブル場面や個別の対応を省
せ, 教育の質改善への大きな一歩を踏み出すき っか

けになったと言えるのではないだろう か。 

さて , 
の保育士

こう した幼稚園教論の学びに対し , 公立 ・ 
は公立幼稚園や保育所間の実践を通して, 

よう な学びを獲得したのだろうか。 

民間

どの

2 . 公民間の保育士による子どもの育ち ・ 学びの
共有

公民間の保育の学びを

の教育を観察して どのよ

考察する前に, 保育士が幼稚園
う なこ と を学んだのか, 初年度

の記録から明らかにしておきたい。 

(1 ) 選抜研修における Y ・ Z保育士個々人の変容
先のS ・ U教論と共に公立保育所で選抜研修に参加し
た民間保育園 2 園のY ・ Z保育士の記録から , 保育士が
幼稚園において学んだこ とについてまとめてお く 。

Y保育士は初年度前半, 公立幼稚園で観察した際, 印
象に残った場面と して 「サ ッ カーボールを懸命に追いか

けている姿が見られた。 4 歳児の女児がボールを追いか
けていて , 前にいた 5歳児の方にボールが行ってしまい , 

5歳児が思い切 り
たったが, おかま

て取り組んでいる

ボールを蹴って 4 歳児の足にきつ
いなしにまた駆けていたので , 

なあと感心した。 何人かでボー

いかけていき , 先生に 『早い , 早い』 と励まされ

熱

ル

る

く

中

を

と

さ らにス ピー ドア ッ プし ており , そのよ う な声かけ一

でやる気がまた引

師の言葉が子ども

当

し

追 
,

つ

き出されているよう に感 じた」 と , 教

にもたらす意欲喚起の様子に注目

いる。 また , かかわり

児が一緒にしていたサ

が見られた場面では, 「 4 , 
して

5歳
ッ カー。 3 人ほどで追いかけてい

たボールが, 最初の方はすぐに出てしまいゲームが終わっ
ていた」 こ とに目を留め, 

く 簡単に記している。 

方

異年齢の子どもの関わり をご 

Z保育士は前半の印象に残った場面と して , 
「抽出児 A児は , キャ タ ピラや綱引き な ど自分のし たい

こ と , 意思はあるがう ま く 友達に気持ちを伝え られない
のかなと思った。 片付けやチ ャ ンピオンを認めても ら っ

たこ とにより自信が感じられた。 担任との信頼関係では, 
担任の声かけによって表情も変わり , 
出来ていた。」 と記 している。 

た場面と し て , 「 フ ープをバ ト

また , 

行動に移すこ とが

かかわリ

ンに見立てたり

が見られ

レーで友

達 2 人とかかわっていたが, 会話は先生と しているこ と
が多い。 先生の声かけにより , キャ タ ピラ を している友

達のとこ ろへ行った 2 人を追い A児もキヤタ ピラヘ。 キャ

タ ピラ を自分が先頭で動かしたいよう で背中合わせにな

る場面がよ く あった。 一緒に していた子が別のキャ タ ピ

ラへ行き一人になる。 別の子が A児のキャ タ ピラに入っ

て く るが , また同 じよ う に一人に。 キ ャ タ ピラ を止め , 

綱引きの綱を出そう とするが途中で請めてしまう 。 他の

子が綱を出し誘って く れるが輪に入るまでに時間がかか

り , 最終の綱引きでやっと加われた。」 いう よう に , A 
児の動きを詳細に通り ながら , 表現が苦手だと判断した
根拠を明らかにしてい く 。

後半の記録において , Y保育士は 5 歳児のひよう たん
鬼の様子を熱中と表現の観点から次のように記している。 
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題名 : みんなで考えよう ( 5 歳児)
ひよう たん鬼を したい子どもたちが集ま って遊び始

めていた。 時間が立つに連れて , いろいろと鬼に変化
が出てきて , 脅かしながら追いかけたり , 歌を歌って
歩いてみたり , 中の子も楽しんでいた。 ある時、 男児
2 人が鬼になり , ジャ ンプしたり 、 飛びついたり して
友達を捕まえ始めた。 子どもたちも楽しんでいたが友

達同士がぶつかり , 教師が 「あぶないね。 ひよう たん

鬼つて飛びついて捕まえ る鬼ごっこ なの ? 」 と問いか
けた。 「違う」 と口々に子どもたちは言ったが, 「誰も
おかしいと言わないよ ? どっち ? 」 と も う 一度相談
するよう に促した。 すると、 少し話し合い結果 “飛び

ついて捕まえ る” こ と と なった。 教師は 「と ってもあ

ぶないよ。 怪我を しないよ う に遊ぶのは難しいよ。 よ

く 考えてね」 と言って遊びが再開。 その後も危ない場

保育記録による園内研修と保育への振り返り



橋

面が何度かあり , その度、 教師が 「怖いつ ! 」 「危な
い ! 」 と声かけ してい く う ちに, だんだん遊びが落ち
着いていき , どう すれば安全に友達にタ ッチでき るか
を考え始めた。 教師の助言もあり 、 「はさみう ちはど

う かな ? 」 という意見が出て、 次に 「 どう やってはさ
みう ちにしよう かな ? 」 とみんなで考え、 子どもたち
がいろいろ発言して 「こ う しよう ! 」 と決まり、 それ
を実践している姿が生まれてきた。 

Y保育士はひよう たん鬼を記録した理由と して , 「一
つの遊びをしてい く 中で , いろいろな変化を子どもたち

同士で考え、 飽きずにずっと体を動かしていたのが教師

の声かけで , 危ない遊びだと気づき、 どう すれば安全に
遊べるのか、 自分の意見を言ったり相手の意見を聞いた

り して、

がすばら

Y保育士

遊びが成立し、 ルールの再確認も出来ていたの

しいと思った」 からと記している。 このよう に, 
は安全に遊ばせよ

を一方的に指示するのでは

う と ひよう たん鬼の捕まえ方

な く , 子どもの内面を育てる
教師の言葉とはどのよう なものかを実践を通して学び又つ

ている。

これに対 し , 
さ れ

教師

と を

Z保育士は異年齢によ
る言葉に込めた幼児の不安な気持

る遊びの中で交わ

ちを探り ながら , 
の認めの言葉が子どもの自信や他者理解に素がる こ

見出している。 

題名 : 4 歳児だけで大丈夫? ( 4 歳児)
“おおかみさん 今何時” という遊びが 4 , 5 歳児

少人数で始まった。 楽しそう な様子を見て , 次々と
「入れて ! 」 と友達が増えてきた。 オニだった年長児
にタ ッチされた 4 歳児。 それを見ていて同 じ 4 歳児の
子がそばへ駆け寄り , 「 4 歳児だけで大丈夫 ? 」 と尋
ねた。 オニになった女児は少し考え, 「う ん, 大丈夫」
と返し , お兄ちゃん ・ お姉ちゃんのマネをしてオニ役
を上手にするこ とができた。

その後, 「大丈夫 ? 」 と声をかけた女児がオニとな
り , 「 1 人じやできない ! 」 と皆に言ったが遊びが始
まってしまった。 しかし , 自分で 「今何時 ? 」 のかけ
声に, 少し自信がなさそうに見えたが 「 0時」 と答え , 
一人で言う こ とができた。 次第に, その子どもの表情
が柔らかく なった。 「お昼 ! 」 と大声で言い , タ ッチ
もできて 「できたやん ! ! 」 と先生にも認めてもらい , 
嬉しそう にしていた。 

“おおかみさん 今何時” という遊びの展開を通して, 

Z保育士は 「自分がオニ
も声をかけたのかな

師

や

日

も友達への声かけ

と
l

して

だ

こ

と不安だなと思って , 友達に
の一連の流れで気づいた。 

いる姿をすかさず 『0 0 ちゃ
教

ん, 

さ しいね』 と認めていて , 他者の立場に立つ気持ちを

頃から大切にしている

育士は子どもの表情から

んだなと感じた」

内面を読み取り , 
という。 Z保
その読み取り

が適切であったのかどうかを遊びの流れを振り返り なが

ら考察 している。 後半から実施したラーニ ング ・ ス

リ ーによ る 「学びの構え」 に視点を定めた記録がよ

ト ー

り よ

川 喜美代

い効果を導いたと考え られる。 

(2) 園内における学びの共有
では, 保育士の記録を基に話し合った園内研修での様

子をそれぞれ明確にしておこう 。 まず, Y保育士の記録
とそれを基に話し合った I 保育園の園内研修の報告書を
表 4 にまとめてお く 。 

題名 : 私は料理人 ( 3 歳児) 
ままごと セ ッ ト とぬい ぐるみを出しても らい , それ

ぞれが遊び始めた。 台所の前に立っていた女児は保育

士に見守られながら , まな板で野菜を切っている。 保
育士が別のと こ ろに行っても , 食べ物を切って く っつ
け , く っつけては切るこ と を繰り返している。 ある程
度切るこ と を楽しんだ後は , お鍋を出してきて , 切っ
たものを入れて炒め始めた。 すご く 慣れた様子で作っ

ていた。 炒め終わったら , 皿に盛り つける。 そ して最
後は皿洗いと , 一連の作業が流れ通りになっていて , 
お母さ んのやるこ と をよ く 見ていてすごいと思った。 

またその間 , 一言も発せず , 黙々と取り組んでいる姿
を見て, 本当にままごとが好きなんだとなあと思った。 
途中, 友達が入ってきて , 「これ, ち よ一だい」 と皿
に盛り つけたものを手に取ると 「いいよ」 と言ってお

り , そう したやり と り も多 く 見られた。
3 歳児ながらも , 自分の意見をし っかり言えている

子が多い。 例えば, 「こ こは違う で ! 」 「そこにのぼっ
たらあかんで ! 」 等 , おもちやの取り合いになっても , 
子ども同士言いたいこ と を言い合って解決したり , 保
育士に言いに行って解決している様子もあった。 保育

士が仲裁に入るこ とにより , 1 つ 1 つ解決して行きな
がら 心も成長してい く のだと思った。 
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Y保育士の記録は, 「一人の子どもに焦点を当ててエ
ピ ソ ー

長をよ

一人を

て く る

ド記録を書 く こ とで , その子どもの心の動きや成
り深く 理解出来るという こ と を学んだ。」

よ

o f 

く 観ると今まで気づかなかったこ とな

「子ども

どが見え

という保育士がいる一方で , 「子どもの遊んで
いる姿がし っかり と観察されているが, “何を感 じて , 
何を思って子どもは遊んでいるのだろう ” な どの記録が

あればも っと良かったかなと思う 。」 という指摘がある。 

確かに Y保育士は 3 歳児女児の手慣れた料理や, 友達と
交わす言葉に引き込まれた様だが, 何を思って遊んでい
るのか記録からはわからない。 また , 保育士の言葉かけ
や周りの状況が見えないといった指摘もある。 つまり , 

「保育士が仲裁に入るこ とにより , 1 つ 1 つ解決してい

き

く

ト

ながら , 心も成長してい く のだと思った。」 と締め く

られているが, 保育士がどのよう な言葉で仲裁に入り , 
ラ ブルがどのよ

過程は見えない。 

う に 1 つ 1 つ解決してい く のか, その

したがって, 研修を通して学んだこ と
と して , 「言葉かけや周りの状況」 が見えるよう にする
には, 保育士の支援を明確に記録するこ とが必要だと気
づいたという 。 



また , 研修のあり

ち帰って園内研修を

良いものか戸惑った

方と して
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「他園で研修したものを持

したと こ ろで , どのよう に発言して

」 「エ ピソード記述の書き方の研修

であれば, 他園に行った先生のエ ピソー ド を持ち帰って
話を聞いてもわかり に く

といった感想を漏ら して

く 園内研修を進めにく かった。」

いる。 

についての記録でイ メ ージしに

さ らに , 「他園の子ども
く かった」 という意見が

ある一方 , 「他の保育士の意見も聞けて良かった」 とい
う感想もある。 選抜研修の目的はどのよう な視点から記

録をまとめ , 他者が読んでもイ メ ージしやすいものにす

る

る

た

の

は

のかという こ と と , それを基に意見を交わすこ とにあ 

それゆえ , 記録に関わる感想が研修において多かっ
こ とは領ける。 

かは別と して , 
そして , どのよう な意見が交わされた
「意見が聞けて良かった」

非常に重要である。 

表 4 選抜研修を踏まえた園内研修

という感想

( l 保育園) 
特 語 1 

りの状況 

く 

録 
) て 
で, : 、理 

f もの心の 0 子ども一人をよ く 観ると今まで気づかなかったこ と 
などが見えて く る。 

0子どもの遊んでいる姿がし っかり と観察されている 
が , 「何 を感 じて , 何を思って子どもは遊んでいる 
のだろう 」 な どの記録があればもっ と良かったかな 

と思う。 

さ

感 

相 
心、 

r のあ 0 同 じ場所にいて共有してのエ ピソー ド記述だと思う 
ので , 他園で研修したものを持ち帰って園内研修を 
したとこ ろで , どのよう に発言して良いものか戸惑つ 
た。 

0 エピソード記述の書き方の研修であれば, 他園に行つ 
た先生のエ ピソードを持ち帰って話を聞いてもわか 
り に く く 園内研修を進めにく かった。 

0研修の目的や意図をより明確にし , 詳しい説明があ 
ればより実りのある研修になったと思う 。 eに 0 他園の子どもについての記録だったのでイ メ ージし 
に く かった。 

0 他園の子どものエ ピソー ドだったので進めに く かつ 
たが, 他の保育士の意見も聞けて良かった。 

記録への感想 0 なぜこのエ ピソー ドを描きたいのかの理由が必
自分の思いを他の保育士にわかってもらいたいと l 
て書 く 

、つ 
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一

りらま しが日に浮か 

コ点や感想が聞けて 

, 気づかないこ と 
どを見ると他の人 
ても良いと思った。 

たが, 保育士との 
、

, そう いう とこ ろ 
、う o 

: 思うが, 聞いてい 
ってしまう。 より 
つる文章が書けるよ 
) したらよかった」 
、 き るものとなった。 

-t 
後 
の 

:性 めて学ぶこ とが出来ま 
修に取り入れていきた 

みを取り入れて , 記録を 
う o 
;f , 各園で研修を行い, 
した上で記録を採り , 話 
す く 書き方についても学 

; ' 1_、 ・ロ;! , nl . 簡 1
、
、 ,つr、 :T ハ / l、 l

_ ' 一 ノ 

と等の情報を共 

' 

保 

に 
活 
か 

1JT 1 / l、- ' - ' 、 - l J ' ノ 

どもについての 

と も共有するこ 
, その子どもに 
るのではないか 

一段はなかなかこ 
)先生方の意見など 
: o 
- どもたちに考え
こ とは, 保育士
ると思う。 園内石; 

'で もオープンに言i 
姿勢を持ち続け

-ピソー ド記述を
, 面白い場面や

; まとめ, 他の保
ればいいと思う。 

いった場で話すこ と もな く , 他 
聞く機会がないので良いと思つ 

力や学び合う力を育てたいと思 
身が考え, 学んでいく事から始 
修にかかわらず , 日々の保育の 
し合い , 子ども と共に学んでい 
い 0 

段の保育で採るこ とはなかった 
になった場面があれば自分なり 
士と共有, 共感し合う こ とがで 

' ( _、ノu人 J八 ハ

有

保育士たちは研修を通して, 記録をわかりやすく する
には 「その出来事のあらま しが日に浮かぶよう に描 く こ

と」 「保育士との関わり を書 く こ と」 「簡潔に書きつつ詳

し く内容が伝わる文章であるこ と」 が重要だと感じ取っ

ている。 

今後の教育 ・ 保育への活かし方と して, 他園の記録で
イ メ ージしにく いと指摘した保育士も自園で記録を採り , 
話し合う こ との必要性は認識しており , 記録を採る機会
を増やし園内研修に取り入れていきたいと希望している。 

記録が子ども理解にと って不可欠だと認識した保育士も

いる。 特に , 気になる子やより理解を深めたい子どもに

ついての記録を他の保育士と共有するこ とで , その子ど
もについての理解を深めて行けるのではないかとまで期

待を寄せている。 希望 ・ 期待が膨らむよう に, 園内研修
の成果は 「普段はなかなかこ う いった場で話すこ と もな

く , 
た」

いと

他の先生方の意見など聞 く 機会がないので良いと思つ

「他の保育士と共有, 共感し合う こ とができればい
思う」 という保育士の言葉に集約される。 互いに

び合う場が設けられたこ とで , 保育士間の理解が少し
学

は

深まったのではないかと考え られる。 「子どもたちに考

える力や学び合う力を育てたいと思う こ とは, 保育士自
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身が考え , 学び合う事から始まると思う。 園内研修にか
かわらず , 日々の保育の中でもオープンに話し合い , 子

どもと共に学んでい く 姿勢を持ち続けたい」 という保育

士の願いを実現させ, 学び続ける必要がある。 そ して , 

独り よがり な見方を反省し , 実践をさまざまな観点から
口今味する柔軟性と多様性を身に付けて欲しい。 

(3) 研修の学びの共有から保育の質改善へ
続いて , Z保育士の記録とそれを基にしたE保育園の

園内研修の実際を表 5 から詳し く見ておこう。 Z保育士
は 「赤ちゃん」 と題して, 3歳児 3名のかかわり をA児
を中心に描いている。 Z保育士はA児が何枚もハンカチ

題目 : 赤ちやん ( 3 歳児)
ぬいぐるみを 2 体, 座布団に寝かせ, 大切そう にハ
ンカチを掛け布団に見たてながら10枚程かけて遊んで
いた A児。 ハンカチを掛け終わると , 急に立ち上がり , 
ぬいぐるみ 2 体を布団ごと持ち上げて , 後ろで遊んで
いた B児と C児のいるおままごとの机に向かって歩い
て行った。 A児は 「 ド ンツ」 とぬい ぐるみを机の上に
置いた。 B児と C児は 「自分たちの場所を取られた」
と思って怒るのかな ? と私は様子を見ていた。 B児と
C児は布団に寝ているぬいぐるみを 「赤ちやん ? 」 と
尋ねた。 A児は嬉しそうに微笑んだ。 B児と C児はA 
児の顔を見て , “赤ちゃん” と分かったよう で , B児
が 「赤ちやんにご飯あげなあかんなあ」 と食べ物を傍

らに置いた。 その後 , A児がぬいぐるみを寝かせるよ
う に体をト ント ンし始めると , B児も同じよう にト ン
ト ンを始めた。 「力強 くロ[]いているなあ」 と気になっ
て見ていた。 ト ント ンする 2 人を見ていたC児が 「赤
ちゃん, 泣いてまう やん ! ! 」 と強さに気づき , 声を
かけた。 そこで , A児と B児は 「ハツ」 と気づいたよ
う な表情になり , 2 人して ト ント ンする手を緩めた。
その後, この “赤ちゃん” に関わるこ とは , 観察時

間内には見られなかったが, 見ている間は動かすこ と
もなかったので大切にしているよう に感じた。 

をぬいぐるみにかけて遊んでいる様子に , 思いを馳せる。 

そ

2
 
C

は

れ

は

れゆえ , 突然ぬいぐるみを布団ごと持ち上げて B , 
人のい

が怒る

ずれて

は

な

こう

るおままごとの机の上に置く のが気になる。 

C
 
,
B
 

のかと思って見ていると , その想像はまった く 
2人はすぐに 「赤ちやん」 だと理解した。 そ

したやり と りが何度と な く 行われているからで

いかと考え

み取りが可能な

られるが, Z保育士の記録はそう した読
ものと なっている。 

E保育園では, この記録を合同研修で示した 4 つの指
標6), ①観察できる幼児の外面的行動 , ②保育者がと っ
た外面的行動, ③保育者の心に映った幼児の心の状態, 
④保育者の考えたこと感じたこ と , から分析した上で研
修に臨んだこ とが報告書からわかる。 この分析から研修

を通して学んだこ とは, ①観察の視点と記録の指標, ②

子

点

どもの課題と保育者の支援 , ③子ども理解, とい
に分類された。 保育士たちは, 観察の視点を明確

う 3 
にし
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か

い

や考えが見えてく ると と

振り返り , 子どもの課題
き ると考えている。 そ して , それは言う までもな く , 

ども理解を深めるこ とに素がってい く 。 

表 5 選抜研修を踏まえた園内研修

学
ん
だ
こ
と

感

想

た記録を指標に基づいて整理する こ とで , その場に居な
った保育士もその場面や子どもの姿が分かりやすいと

う こ と を学んでいる。 しかも , 記録から子どもの思い

もに , 保育者の対応や関わり を
に向けた保育者の支援が検討で

( E保育園) 

子

特徴語

5つの視点と
4 つの指標

記述内容

0 5 つの視点を持って記録を採る。 どの視点に絞った
のかを明確にすると読み手がイ メ ージしやすい。

0 ただ見たままの様子を記録するのではなく , 保育者
と して感じ取ったこ とや思いも含めて記録する大切
さ を感じた。 5 つの視点を踏まえ観察する大切さ ,
難し さ を知るこ とができた。

0記録は 5 つの視点に絞ると採りやすく , 聞き手もイ
メ ージしやすい。 読んで理解出来ないと , 子どもの
行動やその時の保育者の行動 (関わり方) が分から
ない。

0記録の文章を 4 つの指標に分けてみるこ とで , どの
部分が幼児の外面的行動で , 幼児の心の状態なのか, 
保育者は幼児に対してどう考えているのか, という
こ とが見えてきました。 4 つの指標に重点を置いて
記録をと ると場面がイ メージしやすいと学びました。 

0 5 つの視点に絞って , 子どもたちの関わり や遊びの
様子を見ることで , 子どもたちが何に興味 ・ 関心を
持つていたのか, 何に熱心に取り組んでいたのかが
見えやすく なってく る。

0保育記録の 4 つの指標を合同研修で耳から聞く より
も , 実際の記録から討議して読み取っていく こ とで ,
具体的でより分かりやすく 記録の採り方が学べた。 

0 1末月 面i 日保 又早 ーり とで,
書いた保育者も事例を整理して振り返るこ とが出来、
またその場に居なかった保育者も場面や子どもの姿
が分かり やすいのだと改めて学んだ。 

子どもの課題
と保育者の支
援

子ども理解

記録の意味や
採り方

0 子どもの行動の中には思いがあ
どう と らえるかが大切。 そこ を
とで , その
と繁がる。 

0子どもたち

子どもの課題が見え

る。 見ている先生が
はっきり記録するこ
てきて , 次の支援へ

の行動だけを記すので
育者が子どもの行動をどう捉えた

はな く , その時保
かを明確にするこ

とで , 今後の支援や課題に素がる。
0 記録を指標から見ていつたとき , 保育者がと った外
面的行動がない / 少ないこ とがわかった。 こ れは保
育者が子ども同士のかかわり を見守っているこ と を
表しており , 5 つの視点を持って子どもの行動を見
るこ とで , 子どもが遊ぶ情景までをも明確に記録し ,
課題へと繁げられるのだという こ と を学んだ。

0保育記録とは子どもの行動の記録であるこ とから ,
保育者の勝手な思い込みを絶対せず, 具体的な行動
やかかわり を記録するこ との大切さ を学んだ。

0 4 つの指標をも とに記録を採るこ とで , その時の情
景やいろいろな想いが見えてきたり , 保育者の対応 ・ 
関わり も振り返るこ とができる。 その意味で記録が
大切なんだと気づいた。 

0 子どもたちの行動には , それぞれ意味や思いがあり ,
それを理解するために記録が大切である。

0読み手がイ メージしやすいよう に記録を採るこ とで ,
子どもの心の動きや考えが見えやすく なり , それを
保育者が想像するこ とで子ども理解に素がる。

0 子どもの行動には思いがある。 思いがあるからぶつ
かる。 相手の違った観点からみてこの子はこう思い , 
こ っちが欲しいという のを見ると なぜ ト ラブルが起
きているのかが見やすい。 

0 4 つの指標の 1 つである保育者の心に映った子ども
の心の状態が書き込まれていないと記録を採った理
由が伝わらない。

0自らの記録の採り方を見直す機会になった。 使う言
葉の選択, 文を区切るとこ ろひとつで , 伝わり方が
違って く ると こ ろもあり , 記録を採る難し さ も感じ
た。

0指標について考えながら読むと , 子どもの内面や観
察している側の考え ・ 感じ方が見えてきます。 記録
をこ こまで詳し く 見る機会は今までなかったので勉
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強になりま した。 
0 他者が情景をイ メ ージしやす く , また子どもの思い 
が見えて く るかなど, 記録の書き方や記録を採る上 
で必要なこ とが分かったよう な気がする。 

0 記録を読みながら , ある一文に対して疑問に思った 
りする部分があったので , その部分自体も書く必要 
があるのだと思いま した。 

0 第三者が読んでも子どもの姿や背景のイ メ ージが浮 
かぶよう な記録を書く には日頃から意識して書かな 
いといけないと感じました。 

0幼児の外面的行動と保育者の心に映った幼児の心の 
状態を見分けるのが難しかったです。 「満足そう に 
して」 や 「得意げに」 など, 幼児の行動でもあるが, 
保育者の心に映った心の状態でもあるので , 自分が 
記録を書く ときに注意して書きたい。 

園内研修での
意見交換 

0全然知らない保育園の子どものこ とでも多 く の意見 
が出るという こ とは, 私たちが普段関わっている子 
どもとなると もっと多 く の意見が出るのだろう と思つ 
た。 とても良い話し合いができたと思うので , 今後 
も職員全員で話し合う場を設け , 子どもたちのため 
になる保育に繁げたい。 

0 初めての園内研修で自分が思ったこ と疑問に思った 
こ との他に , 先生方の意見を聞く こ とでそう いう こ 
と だったのだ , そう いう視点もあるんだなと学ぶこ 
とが出来た。 

0保育者はつい先走って言葉をかけてしまいがちだ1 たりするが, 子ども同士のやり と り を最後まで見守 
るこ とが大切であると思った。 

0 何かト ラ ブルになった時、 つい仲介に入ろう と して 
しまいがちだが, 子どもの行動から思いを読み解き , 
見守ったり , そのト ラブルが起こ った原因を双方の 
思いから見てい く こ とが大切だと思った。 

0対象児が 3 歳児で今の私が担任しているクラスの子 
どもと重なって想像するこ とが出来, とても面白かつ 
た。 

0記録から課題や支援を明確に出来るよう な記録を採 
れるよ う にしていきたいと思った。 

r 
後 
の 
教 

' 

保 

に 
活 
か 
す 
方 
法 

の共通理解 

富
し っ かり観察するこ とで , その子 

一人ひとりの課題が見えて く る。 複数担任も多いの 
で , それぞれの先生の捉え方を共通理解し , 同じ方 
向性で子どもたちの成長を支援していきたい。 

0 複数担任であるため保育者同士の共通理解が必要で 
あるが , 子どものイ メ ージを大切にし , あそびを広 
げてい く 。 

0園内で話し合う こ とで , 自分では気づけなかった子 
どもの思いに気づ く こ とが出来, 援助の幅が拡がる 
よう に感 じた。 

0記録を採るこ とで , 他者に具体的に伝えるこ とが出 
来て , 保育者の考えや感じたこ とも記録するこ とで , 
他者との話し合いも深まり , より子どもの共通理解 
に活かせ, 保育の質も高まるのではないかと思いま 
した。 

0保育者同士でも意見交換しながら , 保育を進めて行 
けたらといいなと思います。 :0日々の保育の中で 5 つの視点を踏まえて , 保育日誌 
などの記録に活かしていきたい。 

0普段の日誌内の子どもの記録は, 子どもの外面的行 
動、 保育者の考えたこ とが主で , 子どもの内面にま 
で踏み込めていなかったと思います。 も う一度記録 
を見直そう と思いま した。 記録で子どもの課題, ま 
た保育者の援助 ・ 言葉のかけ方はどう だったかなど, 
多 く のこ とが見えてく るので記録をつけていきたい。 

0普段から気になるよう な事例があれば少しの文章で 
も書き留めて記録を採るよう に心がけ , 書く練習を 
しよう と思います。 1ラスの中で友達とのト ラブルが多い子ども がい1 その子どもを観察し , 記録を採るこ とで ト ラブルに 
なるき っかけや子どもの思い , また周りの子どもの 
思いに気づく こ とが出来、 ト ラブルを未然に防ぐこ 
とができ るのではないかと思った。 

0記録を採り , それを改めてみんなで見てい く こ とで , 
子どもへの理解を深めるこ とができ , 次の課題や支 
援を考える重要な資料になるこ とがわかった。 日々 
の保育の中での子どもの行動 ・ 言葉により耳を傾け , 
子どもへの理解を深めると共に、 子どもが自分の思 
いと自分で表現する場を大切にしていきたい。 

0記録から日頃の保育を振り返り , その振り返りで分 
かったこ と , 気づいたこ と を次の保育に活かしてい 
きたい。 

0保育者が介入するのではなく見守り ながら , 子ども 
一人一人の言葉の奥にある思いを考えるこ とがと て 

も大切だと感じま した。 せかせかした保育の中では
つい忘れがちになって しまう が, その思いを考えな
がら待つ気持ちを持って保育に取り組みたい。 

また, E保育園では研修から①記録の意味や採り方, 
②研修での意見交換, ③保育への省察, にかかわる感想
が上げられている。 と りわけ , 記録を 4 つの指標で分析
したこ とから , 記録への強い関心が漏ら されて

れが今後も

な評価や自

こ う した園内研修を進めたいといつ

おり , そ
た積極的

らの保育に対する省察へと繁がっている

の証拠に, 今後の教育 ・ 保育に活かす方法と して, 
に上げ

①の

活かさ

られた記述が具体化されている。

「記録の意味や採り方」 は 「記録の充実」

れてい く

日誌の記録改善

。 視点を踏ま

に活かしたり , 
えた観察を心がけ , 

。 そ

感想

と して

普段の

気になる事例を記録に採っ

て書き方の練習を行いたいという。 特に注目されるのが, 
「普段の日誌内の子どもの記録は, 子どもの外面的行動、
保育者の考えたこ とが主で , 子どもの内面にまで路み込
めていなかったと思います。 も う 一度記録を見直そう と

思いま した。 記録で子どもの課題 また保育者の援助 ・ 

言葉のかけ方はどう だったかなど, 多 く のこ とが見えて

く るので記録をつけていきたい。」 という記述である。 
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つま り , 保育士たちは研修を通して子どもの内面までに
踏み込んだ記録こそが子どもの課題を明らかに し、 保育

者の援助を適切なものにする唯一の方法だと認識したと

言えよう 0

次に , ②の
「保育 ・ 子ども

「園内研修での意見交換」 は保育士間の

の共通理解」 に繁がり , 自分一人では気
づけなかった子どもの思いに添った保育ができ る素地を

固め , 保育の質向上への期待を膨らませるもとになって
いる。 そして, ③の 「保育への省察」 はそのまま 「保育
の見直し」 へと具体化される。 例えば, 「記録から日頃
の保育を振り返り , その振り返りで分かったこ と , 気づ
いたこ と を次の保育に活かしていきたい。」 「保育者が介

入するのでは

の奥にある思

た。 

まう

なく見守りながら , 子ども一人一人の言葉
いを考えるこ とがと ても大切だと感 じま

せかせかした保育の中ではつい忘れがちになって

し

し

が, その思いを考えながら待つ気持ちを持って保育

に取り組みたい。」

の見直しである。 

な ど , 急かす保育から待ちの保育へ

おわりに

公立保育所における選抜研修に参加した保育者らが採

取した保育記録は公立幼稚園 1 園, 民間保育園 2 園で実
施された園内研修に多 く の成果を残した。 幼椎園教論と

保育所保育士合同の交流研修において実施した選抜研修

は保育者個々人のみならず, 園内研修における話し合い
に次のよう な学びを拡大する契機となった。

合同の交流研修を通して指導したラーニ ング ・ ス ト ー
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リ ーによる記録の採集は保育者に, 子どもが熱中 ・ 挑戦
する姿とそれを支援する保育者の関わり方を省察させ, 
子どもへの共感的まなざ し をもたら した。 選抜研修で採

取した保育記録は園内研修を通して, 幼稚園教論のみな
らず, 保育所保育士たちに次の 2 点を確認させた。 ①保
育者の関わり と子どもの活動の一連の流れ, その過程に

おける成果をつぶさに採取するこ との必要性 , ②保育者

間の学び合いが子ども理解の共有と保育の質を保証する

保育者の成長を生み出す契機と なるこ との認識 , の 2 点

が研修を通して園内に浸透した。

本稿は選抜研修が保育者個々人や園の保育者にもたら

した学びの広がりの一部にすぎない。 想像していた以上

の成果が, 記録への意識の高まり にあった。 実践に活用
しやすい記録の採取法を今後も検討していく 必要がある。 
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